












































失スペ ク トルにおいてエネルギー分解能は十分に高くなければな らない｡我々は実験嚢置
に対 して様々の改良を施 しt調整を行なって､現在21Pのピークの半値幅 901eV以下の
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図 2 Heのエネルギー損失スペク トル
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図 3 He21S微分断面積の角分布
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e + Ca' -一事 Ca3◆ + 3e
→ Ca小 + 4e
とBa十の三重竜脊断面積
e + Ba' -■> Ba4' + 4e
の滑走を行った｡
また_Sr'の二重電寵断面積が以前､同グループにより測定されたがSr'ビーム中に
多くの不純物が含まれていることが分っている｡そのため､より倍女性の高い測定値を得る
ために質量分析器の改良を行い,Sr'ビームの質量分析を行った朝定を試みた｡
以上の却定結果を中心に､アルカリ土穀金属イオンの二重､三重電散断面積全般について
他種イオンとの比載も含めて議論する｡
◆実数装置◆
封定は交差ビーム法を用いて行われている｡
装置 (図1)はイオン源用と衝突実験用の2
つの其普槽から成っている｡イオン痕用真空
槽は､10インチの油拡散ポンプで1×10
IonSくれrCeChqrnbtr
Eit- Lt■l■
~Ttorrに､また衝突用真空槽はターボ分
子ポンプとクライオポンプ 山
で2-3×10-9torrまで排気されてい fA.A叫
る｡イオン涙には表面電龍型の物を用いてお
り､イオンは加速電圧を与えられてレンズ系
を通り､衝突領域-とビームとして引き出さ図1 装置図
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れる｡イオンビーム姓衝突頚城で電子銃からの電子ビームと直交する｡衝突後のイオンは平
行平壌型の電価分析器によって入射イオンと生成イオンとに分けられる｡入射イオンはファ
ラデーカップで電歳として､また生成イオンは二次電子コンバーターを介して電子増倍管で
パルス信号として検出される｡イオンビームは粒子の密度が小さいため倍号数が少ない｡そ
のためDouble Chopping法を用いて其の信号とノイズとを分ける｡また電子
-798-
